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中国の宇宙観： 

第一次蓋天説・・・地球の平面と太陽は平面的に平行 

ギリシアの宇宙観： 

  天動説・・・地球が太陽の中心（プトレマイオスの『アル

ゲスト』より） 
日は古代ギリシアの宇宙観を基にアリスタルコスという人物がど

うな考えをしたのか見ていくことにしましょう。 
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２－２、アリスタルコス 

人物紹介１ 

アリスタルコス 

 ・BC310頃から BC230頃まで生きた人物。 

 ・古代ギリシアの数学者、天文学者、科学者。 

・著書は『太陽と月の大きさと距離について』 

  

 

この本の中で、主張（１）（２）（３）を導いた。 

主張 

今回は、この中の（１） 

  

（１）

（２）

（３）

の
「地球から太陽までの距離は、地球から月までの距離

18倍より大きく 20倍より小さいこと」 
につい

 

まずは

 

 
 

地球から太陽までの距離は、地球から月までの距離の 18 倍よ

り大きく 20倍より小さい。 

太陽の直径と月の直径との比は、それぞれの地球からの距離の

比と同じである。 

太陽の直径と地球の直径の比は、19：3より大きいが 43：6よ

りは小さい。 
てのみ、原典を解釈しつつ考えてみることにしましょう。 

、（１）を導くために原典の中で仮定されたことを読み取ろう。 

3



原典（アリスタルコス『太陽と月の大きさと距離について』） 

 

１、 月は動きが早いため（周期が短い）天球に張り付いているよう

には見えない。古代の人々は、これらに対して、天球とは別に、

天球より小さい球を考えた。この月の球を「月の天球層」と呼

んでいる。 
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問、仮定三は、地球、月、太陽を３点として作る三角形のどこかの角

に関する条件を示しているよ。 

作者はどこの角がどうなると言っているかな？ 

（大円：球を切断してできる円で最も大きい円。球の中心と大円の

中心は同じ） 

 
 

問、仮

関

（四

（四

  ∠

 

 

問、な

 

 

  

これ

典を読

 

∠   、   、    が     . 
定四も地球、月、太陽を３点として作る三角形のどこかの角に

する条件です。作者はどこの角がどうなると言っているかな？ 

分円：円の 
4
1      ⇒     四分円の作る中心角は     ）  

分円の 
30
1
 の作る中心角は、      ) 

   、   、    が     . 

ぜ角度についての仮定なのに度数で表していないのだろうか？ 
らの仮定を用いて、実際にどのように証明したのかについて原

み取ろう。 
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原典（アリスタルコス『太陽と月の大きさと距離について』） 
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問、まずは、原点を解釈しつつ、下の図を完成させていこう。 

点 D、E、F、Gの場所はどこになるかな？ 

 



１、「ABと、点 Cを通る平面」と、「天球」の切り口（円）を考えて、

その円が大円 ADEです。この円を太陽が通るとしています。つま

り右ページの図の円が大円 ADE の一部分。よって、この円上に

D,Eがあるんだね。D,Eはどこだろう？ 

２、問、アリスタルコスは弧 ED が弧 EDA の
30
1
となる理由をどのよ

うに説明しているだろうか？ 

 

３

 

 

求

だ

い

 

 

 

 

 

 

 

 

、問、 ∠GBEを角度で表すと？ 
∠GBE=   . 

 

めたい結論は 
AB>18BC 

よね。左のページで作った図を用いて、この結論を導いて

こう。
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４、なぜこのようになるか考えてみよう。 

（∠GBE と、∠DBE はそれぞれ直角の何分の何になるか、もしくは

何度になるかをまず考えると分かるよ。） 

∠GBE：∠DBE＝ 

                        15：2 

５、A：B>C：Dは、
D
C

B
A
> ・・・★ 

ということを示している古代の表現。 

⇒古代には分数表現はなかったのかも知れないね。 

 8



また、線５で書かれている不等式、 

0°<β< α<90°のとき、 

GE：EH＞∠α：∠β           

つまり、
HBE
GBE

EH
GE

∠
∠

=
∠
∠

>
β

α  

は、一般的定理として用いられていた。私たちも認めることにしよう。 

６、GE：EH>15：2を★を用いて書き直すと、
2

15
EH
GE

>  ・・・① 

７、書き直すと、 2
           
           

＝
を辺とする正方形

を辺とする正方形
 ・・・② 

  面積ととらえると、 2
BH
FB

2

2

=   

問、なぜこのようになるのかな？ 

（三角形 BEFはどういう三角形かを考えてみよう？） 

８

 
 

問

９

 
 

 

・三角形 BEFは、   ：   ：   の三角形だから。 
、★を用いて書き直すと、 

形　　　を辺とする正方

形　　　を辺とする正方
＝

　を辺とする正方形　

　を辺とする正方形　

          
          

・・・③ 

、どうしてこのようなことがいえるのかな? 

、②、③をまとめると、 

2
          
          

＝
を辺とする正方形

を辺とする正方形
 ・・・④ 
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１０、★を用いて書き直してみると？（④に
25
492 > を利用して） 
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１１、★を用いて書き直してみると？ 

 

 

問、これはなぜだろう？ 

 

 

 



１２、合比の理とは、右のようなこと GE:GE)FG(GE:FE +＝   

つまり、
GE

GEFG
GE
FE +

=  

問、これをふまえて、  となるのはなぜか考えよう。 15:36EG:FE >

=
GE
FE

                   
15
36

=  

 

・・・⑤ 

 

１３、等比の理とは右のようなこと HE)EG:EGFE(HE:FE ××＝   

つまり、
HE
GE

GE
FE

HE
FE

×=  

問、これをふまえて、  となるのはなぜか考えよう。 1:18HE:FE >

①（ｐ9 
2

15
EH
GE

>  ）、⑤を使おう。 

1

1

1

 

 

=
HE
FE

                       
1

18
=  

４、 より、 BEBH >

５、 より、  BEFE =
 

 

６、 BHEABC ∆∆ ∽ より、 
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２０倍より小さいことの証明は授業では扱わないが、興味のある人は

ぜひ自主的に原典を解釈して見てください。 

 

原典（アリスタルコス『太陽と月の大きさと距離について』） 

 

＊
二
十
倍
よ
り
小
さ
い
こ
と
の
証
明
＊ 

 

アリスタルコスについてのまとめ 

実際に 3°、87°、90°の三角形を、分度器を使って描いてみよう。 

 

 

 

 

注意：実際は 89°50`なので、地球と月の距離と比べ、もっと遠くに

あったことが分かる。 
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天球が存在すると考えていた古代人にとって、 

アリスタルコスの考えた『地球と太陽の距離』は、 

（     ）の半径 であった。 

 

アリスタルコスはこの著書の中では述べられていないが、地動説を

最初に唱えた人物であった。彼以降コペルニクスにいたるまで 1800

年もの間誰も地動説を強く主張するものは現れなかった。 

 

（「惑星の中心は地球ではなく太陽であり、惑星はすべて、地球の周り

ではなく太陽のまわりを回っている。」） 

 

昨日述べたように、古代ギリシアでは天動説が正しいと信じられて

いた。地動説が正しいと考えたアリスタルコスも、当時の人々（天動

説を信じていた人々）を納得させるために地球を中心にした図（天動

説的な図）を用いて証明したのかもね。（先ほど書いた図） 

 

問、当時と現在の違いについて考えてみよう。 
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